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1. 本業務の概要 

1.1. 業務の目的 

本業務は、本市の観光諸施策を効果的かつ戦略的に推進するための基礎資料と 

することを目的とし、観光客の動向や特性を把握するための調査を実施する。 

 

1.2. 業務内容 

（１）観光アンケート調査（ＷＥＢ調査含む） 

 国内観光客(本市に訪れたことのある者、訪れたことのない者)へアンケート 

調査を実施すること。 

 ①調査対象 

  ア 過去５年度(2018 年 4 月～2023 年 3 月)に本市へ来訪したことがある者 

  イ 過去一度も本市へ訪れたことがない者 

 ②調査時期:任意 

 ③調査項目:属性(居住地、年齢、性別、交通手段等)、感想(契機、目的、消費 

額(宿泊費、旅費含む)、満足度、前後訪問地等(市内周遊状況含む))、 

観光地のポテンシャル(認知度、興味度等)、その他、調査分析の成果 

を充実させるために必要と思われる項目があれば提案すること。 

 ④サンプル数:３，０００サンプル以上(サンプルは全ての項目について、有効 

な回答が得られたものを対象とする。) 

 ⑤サンプル属性等 

  ア 居住地は、近隣県(福岡県、広島県)、首都圏(東京都、神奈川県含む)、 

関西圏(大阪府、兵庫県含む)を含めて提案すること。 

  イ 性別、年代の比率は、分析精度を高めるため極力均等を心掛けること。 

  ウ 来訪時期(春夏秋冬)を事前にスクリーニングし、季節ごとの回答のバラ 

ンスを取ること。 

 

（２）外国人観光客アンケート調査 

 本市を訪問した外国人観光客のアンケート調査又は、外国人宿泊客へのアン 

ケート調査を実施する。 

   ①調査時期：任意（宿泊客へのアンケートの場合は年４回（夏、秋、晩秋～ 

初冬、冬） 

   ②調査施設：宿泊客へのアンケートは７施設（市と協議の上選定、施設管理 

者への調査協力依頼含む） 

   ③調査項目：属性（国籍、年齢、性別、交通手段等）及び感想（契機、目的、 
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消費額、満足度、前後訪問地等）その他、調査分析の成果を充実 

させるために必要と思われる項目があれば提案すること。 

   ④サンプル数:年間２８０サンプル以上（サンプルは全ての項目について、有 

効な回答が得られたものを対象とする。）なお、宿泊客へのアンケ 

ートは調査時期ごとに各調査施設で１０サンプル以上。 

 

（３）アンケート等の集計 

（１）、（２）の調査を基に、観光客の属性（年代、性別、居住地等）等で単 

純集計やクロス集計等を行い、観光動態を分析する。 

なお、集計については、必要な数値を容易に検索できるよう、エクセル形式 

で集計業務を行うこと。 

 

（４）戦略提案 

（３）の結果及び国内、県内の動向や本市の過去のデータ等を踏まえ、現状・ 

課題を整理するとともに、それらを踏まえた本市ならではの観光戦術、戦略の 

提案を行うこと。 

本業務における調査とは別に独自の調査方法で入手したデータ等で有益なも 

のがあれば利活用し、調査報告に反映させること。 

 

1.3. 調査概要と手法 

 ◆観光アンケート調査(国内観光客) 

 d ポイントクラブ会員にダイレクトにアプローチできるアンケートサービス「プレミアパ

ネル」活用し、携帯電話の基地局データにより、下関市来訪有無をセグメントしたアンケー

トを実施。 
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◆外国人観光客アンケート調査 

アンケートは QRコードを読み込むことで自動的に５言語（英語、中国語（繁体・簡体） 

タイ語、韓国語）に変換される仕組みを活用。 

 

 

※アンケートの回答率が 0.0％場合はブランクで表示。 

※アンケートの％は単一回答の場合、合計が 100％になるよう小数点第２位以下を繰り 

上げ、繰り下げ等の調整をしているケースがある。 
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◆人流データによる調査(国内旅行客・訪日外国人) 

・調査概要

 

・調査仕様 
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2. 観光アンケート調査(国内観光客)過去 5年(2018年 4月～2023年 3月)来訪あり 

2.1. 対象者の属性 

 アンケート対象者の総数 4,328 人のうち、男性が 2,131 人（49.2％）、女性が 2,197 人

（50.8％）、年齢構成は 20 歳代 543 人（12.5％）、30 歳代 876 人（20.2％）、40 歳代 1,077

人（24.9％）、50歳代 960 人（22.2％）、60歳以上 872 人（20.2％）。 

 居住地別の構成は、関東 1,086 人（25.1％）、関西 895 人（20.7％）、広島県 594 人（13.7％）、

福岡県 1,753 人（40.5％）となった。 

▲男女構成                  ▲年齢構成 

 

2.2. 来訪きっかけと来訪形態 

来訪きっかけでは、各年代で「元々知っていた」が最も多く 69.9％を占めた。「友人・家

族・知人等に誘われた」18.9％や「友人・家族・知人等からの口コミ」7.1％と、身近な人間

が来訪のきっかけになっているケースが次いで多い結果であった。 

インターネットや SNSも一定数あり、「旅行系サイト」と回答した年代は 60歳代以上が

最も高く、「Instagram」等の SNS を回答した年代は 20歳代が最も高い等、年代により影響

のある情報源が異なる結果となった。 

居住地別では関東と関西に比べ、広島県と福岡県で「元々知っていた」の回答が多く、一

方で関東と関西では「旅行系サイト」が多い。 

旅行系サイトを重要な情報源とする 60 歳以上に合わせたコンテンツ発信や、SNSを活用

する 20 歳代向けのコンテンツ作成等、媒体ごとに発信内容を変えることも有効と言える。 

 

     



6 

 

 

▲「Q2 下関市へ訪れるきっかけとなったものをお聞かせください。」性年代別集計 

 

 

▲「Q2 下関市へ訪れるきっかけとなったものをお聞かせください。」居住地別集計 
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 来訪形態では、「配偶者・パートナー」や「家族・親族」がそれぞれ 3 割以上を占めてお

り、「友人」や「職場の同僚」等も含め、複数名での来訪が全体の 8 割以上を占めている。 

「配偶者・パートナー」と「家族・親族」は、男性に比べ女性の回答が高く、居住地では広

島県、福岡県が高い傾向であった。 

 一方で、「自分ひとり」は 16.6％の回答があり、特に各年代で男性の比率が高い結果であ

った。また、居住地で見ると関東からの来訪者が他のエリアと比べて高い傾向にある。 

 男性向けにはひとりでも楽しめるスポットの充実や情報発信を行い、女性向けには家族

等で楽しめるスポットの充実や情報発信を行う等、属性に合わせた情報発信により、来訪時

の満足度を高めてリピートに繋げる戦略も重要と言える。 

 

         

▲「Q3 下関市への来訪では、どなたとご一緒でしたか？」性年代別集計 

 

 

         ▲「Q3 下関市への来訪では、どなたとご一緒でしたか？」居住地別集計 
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2.3. 旅程と宿泊エリア 

 「日帰り」が 52.1％と最も高く、年代が上がるにつれ宿泊の比率が高い傾向であった。居

住地で見ると、福岡県は 83.4％、広島県は 56.7％が「日帰り」であり、近隣県では大多数

を占めている。 

宿泊を伴う旅程では、「1 泊 2 日」が 24.8％と最も高い結果。「3 泊 4 日」以上の旅程で

は、50歳代以上がやや高い傾向にある。関西、広島県居住者は「1泊 2 日」が最も高く、関

東居住者は「2 泊 3 日」が最も高いことから、遠方からのほうが旅程が長いことがわかる。 

 50 歳代以上かつ関東、関西居住者にリピートしてもらうことで、長期滞在の結果、消費

活性に繋がると推察される。 

        

▲「Q4.下関市への直近の来訪時の旅行全行程(下関市以外での滞在含む)をお聞かせください。」性年代別集計 

 

    

  ▲「Q4 下関市への直近の来訪時の旅行全行程(下関市以外での滞在含む)をお聞かせください。」居住地別集計 
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 宿泊エリアは、全体では「下関市」が 50.2％と半数が下関市内での宿泊であり、特に 20

歳代女性では 69.4％と高い傾向にある。また、広島県や福岡県居住者の比率も高く、近隣か

らの「1泊 2日」の旅程では下関市内への宿泊を選択する場合が多いと推察される。 

 一方で、下関市以外への宿泊者も約半数いることから、夜間帯のイベントやイルミネーシ

ョン等 、宿泊する必要性を感じさせる施策が通年で必要かと思われる。 

         

▲「Q5 Q4 で「宿泊した」と回答した方にお聞きします。下関市への直近の来訪では、旅行全行程でどこに泊まりまし

たか？」性年代別集計 

  

 

▲「Q5 Q4 で「宿泊した」と回答した方にお聞きします。下関市への直近の来訪では、旅行全行程でどこに泊まりまし

たか？」居住地別集計 

 

 

2.4. 交通手段 

 下関市までの来訪手段及び下関市内の移動手段では、「マイカー」が 5 割以上を占めてお

り、「レンタカー」を含めると 6 割以上を占める結果であった。特に、広島県や福岡県居住

者では約 8 割と、主な交通手段であることがわかる。 

 来訪者が集中する休日の唐戸エリアにおける交通渋滞の要因になっているとも推察され、

公共交通機関の利用促進や、シェアサイクル・レンタサイクルスポットの充実は、今後さら

に取り組むべき課題である。 

ｎ
（TOTAL）

下関市
山口県

(下関市を除く)
北九州市

福岡県

(北九州市を除く)
広島県 大分県

その他

（自由回答・任意）

2,073 50.2% 37.6% 19.9% 17.2% 7.7% 4.8% 6.5%

824 47.7% 37.5% 26.5% 25.5% 9.5% 5.0% 7.8%

701 46.6% 39.8% 18.3% 15.7% 9.3% 6.7% 8.6%

257 63.8% 28.4% 10.1% 11.3% 2.7% 3.1% 2.3%

291 54.0% 40.9% 14.1% 2.7% 3.1% 1.4% 1.7%

関東

関西

広島県

福岡県

宿泊エリア

TOTAL
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▲「Q6 下関市への直近の来訪で、「あなたのご自宅から   ▲「Q7 下関市への直近の来訪で、「下関市内の移動に用いた」 

下関市まで」の交通手段を教えてください。」性年代別集計    主な交通手段をお聞かせください。」性年代別集計  

 

   ▲「Q6 下関市への直近の来訪で、「あなたのご自宅から下関市まで」の交通手段を教えてください。」居住地別集計 

 

▲「Q7 下関市への直近の来訪で、「下関市内の移動に用いた」主な交通手段をお聞かせください。」居住地別集計 

 

 

2.5. 来訪回数 

 下関市への来訪回数は、来訪者の居住地により差が出る結果であった。関東や関西居住者

の 4割以上が「初めて」であるのに対し、広島県や福岡県居住者では「5回以上」が約 6～

7 割を占めている。 

 全体では約 8 割がリピーターであり、特に日帰りや 1 泊 2 日の旅程が多い広島県や福岡

県居住者を中心に、“飽きられない”、“何度も来たくなる”観光施策が必要である。 

 

▲「Q8 あなたは、下関市ヘはこれまでに何度訪れた事がありますか？」居住地別集計 
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2.6. 観光スポットの認知度・興味度・来訪率 

 「唐戸市場」の認知度、興味度、来訪率が最も高く、特に広島県や福岡県居住者の認知度

は約 9 割を超え、関東や関西居住者も約 7 割に認知されている。来訪率をみても、全体で

約 6割以上が「唐戸市場」を訪れており、下関市を代表する観光スポットである。 

 周辺施設の「海峡ゆめタワー」、「カモンワーフ」、「海響館」の認知度、興味度、来訪率も

高いが、広島県や福岡県居住者と比較して関東や関西居住者は低い結果であるものの、各施

設の来訪率は比較的高いことから、唐戸エリアでの周遊がひとつの旅程パターンになって

いると言える。 

 

 「関門トンネル人道」、「巌流島」、「角島」の認知度、興味度も高く、特に「角島」は各年

代・各居住地でみても実際の来訪率が高いことから、「唐戸市場」と同様に代表的な観光ス

ポットであることがわかる。 

 

 一方で、「エコピアの森下関・深坂」、「毘沙ノ鼻」、「六連島」、「東行記念館」は認知度が

低く、来訪率は 1％に満たない等、スポットによって来訪率の高低差が顕著な結果であった。 

 

 年代別では、3 泊 4 日以上の旅程が多い傾向にあった 60 歳以上で複数の観光スポット来

訪率が高く、複数日にまたがって下関市内をマイカーやバス、徒歩で周遊している来訪者が

多いと考えられる。来訪率の高い「赤間神宮」、「功山寺」、「長府毛利邸」等の歴史・文化的

なスポットへの周遊を伴った旅程であることも推察される。 

 来訪率の低かった「毘沙ノ鼻」や「六連島」等のスポットは、認知度が 60歳以上で最も

高かったことから、旅程内の周遊ルートに追加してもらうことで、各スポットの来訪率向上

や周辺施設の収益拡大に繋げられ、また、交通の分散も期待できることから、観光コース（下

関観光ガイドブックに掲載）の拡充や積極的な情報発信が必要であると考える。 

 

 

▲「Q9 あなたが、下関市へ来訪する前から知っていた場所はどこですか。」性年代別集計 
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▲「Q9 あなたが、下関市へ来訪する前から知っていた場所はどこですか。」居住地別集計 

 

 

▲「Q10 下関市の観光スポットで、あなたが興味のあるところを教えて下さい。」性年代別集計 

 

▲「Q10 下関市の観光スポットで、あなたが興味のあるところを教えて下さい。」居住地別集計 

 

▲「Q11 直近で下関市を訪れた際に足を運んだスポットをお聞かせください。」性年代別集計 

 

▲「Q11 直近で下関市を訪れた際に足を運んだスポットをお聞かせください。」居住地別集計 
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観光スポットの認知度と興味度を把握し、ギャップを明らかにする GAP 調査からみえる特

徴では、「唐戸市場」が突出したスターコンテンツであり、「角島」とともに下関市を代表す

る観光スポットと言える。他にも、「唐戸市場」から近い「カモンワーフ」や「海響館」も

スターコンテンツの域にある観光スポットである。 

 一方で、「エコピアの森下関・深坂」や「東行庵」、「道の駅」を始めとした複数のスポッ

トは認知度と興味度が低い。 

 全体で見ると、観光スポットの認知度・興味度から見たポジションは二極化しており、認

知拡大と魅力発信施策が必要なスポットが明確であるため、ターゲットを捉えたプロモー

ションを実行する必要がある。 

 

 

▲認知度、興味度の GAP調査 
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2.7. 来訪前後の立ち寄りエリア 

 下関市への来訪前後に立ち寄りした市区町村があると回答した率は約半数に及び、下関

市への来訪前が 55.4％、来訪後が 49.8％と、来訪前の立ち寄りが若干多い。 

 市区町村別では、北九州市（門司港レトロや小倉駅等）が来訪前後で最も多く、来訪前の

立ち寄りエリアのなかでは約半数を占める結果であった。 

 山口県内の長門市や萩市、美祢市への立ち寄りも多く、近隣の観光エリアからの周遊が目

立つ。 

 

 

▲「Q12 直近の下関市への来訪の際、下関市へ来訪する前に立ち寄った下関市外の観光地（スポット）や市区町村があればお聞かせください。」 

 

 

▲「Q13 直近の下関市への来訪の際、下関市へ来訪した後に立ち寄った下関市外の観光地（スポット）や市区町村があればお聞かせください。」 
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2.8. 消費額(宿泊代・飲食代・お土産代) 

 下関市来訪者の消費額を 1 人あたりの宿泊代、飲食代、お土産代でそれぞれトリム平均

値で見ると、宿泊代は「12,615 円」で最も多い金額範囲は「8,000 円～11,000 円未満」27.8％

であった。 

 飲食代は「4,717 円」で最も多い金額範囲は「5,000 円～6,000 円未満」19.8％、お土産代

は「2,638 円」で最も多い金額範囲は「3,000 円～4,000 円未満」16.1％であった。 

 

 

▲Q14 宿泊代 集計            ▲Q15 飲食代 集計          ▲Q16 お土産代 集計      

▲「Q14 直近の下関市への来訪の際、下関市内での宿泊代はいくらでしたか？ 家族旅行等の場合は一人あたりの金額でお答えください。」 

▲「Q15 直近の下関市への来訪の際、下関市内での飲食代はいくらでしたか？家族旅行等の場合、一人あたりの金額でお答えください。」 

▲「Q16 直近の下関市への来訪の際、下関市内でのお土産代はいくらでしたか？家族旅行等の場合、一人あたりの金額でお答えください。」 

 

2.9. 旅行先を選ぶ際に重視するもの 

 旅行先を選ぶ際に最も重視するものは「地元の食を楽しむ」で、各年代で 8割以上を占め

る結果であった。次いで、「自然・景勝地観光」65.8％、「温泉を楽しむ」49.2％ 、「寺社仏

閣巡り」29.9％、「歴史文化探訪」28.6％で、いずれも年代が上がるにつれて高い傾向にあ

る。 

 下関市の観光スポットで興味・関心が高く、実際の来訪率も高い唐戸市場や、「ふく」 を

代表とした食は、観光客を呼び込むための魅力的な要素であることが言える。 

 

 また、食以外で重視されている自然・景勝地や温泉、寺社仏閣の観光スポットについて、

Q9.の下関市の観光スポットの認知度では、「川棚温泉」や「火の山公園」、「長府毛利邸」等

が関東や関西居住者で比較的低い結果であったことから、滞在日数が多いことが見込まれ

る関東や関西居住者に向けての認知拡大は重要である。 
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▲「Q17 観光旅行先を選ぶ際、あなたが重視するものは何ですか？」性年代別集計 

 

2.10. 下関滞在中のジャンル別満足度 

 最も満足度の高いジャンルは「食べ物」で、全体で 75.1%であった。特に 20 歳代では

84.7%と高い一方で年代が上がるごとに数値が減少傾向である。Q17.で、観光旅行先を選ぶ

際に最も重視するものが「地元の食」であったことから、下関市の「食べ物」は期待値を超

えるジャンルであると言える。 

 次いで、「訪れた観光スポット」が高く、20 歳代で 34.4%、60 歳以上で 45.3%と年代が

上がるごとに数値が上昇傾向にあった。 

 

 満足度が高い回答を満足度が低い回答が上回ったジャンルでは、特に「市内の移動のしや

すさ」が 33.5%と高い数値であった。「その他」の回答にも、「渋滞」や「駐車場が少ない」

等の交通に関する回答があり、移動手段で多かったマイカーやレンタカー移動時の不満解

消や公共交通機関やレンタサイクル等の利便性や充実度を高める必要があると推察される。 

 
▲「Q18 直近の下関市への来訪の際、下関市内滞在中、次の中からあなたの満足度が高かったものをお選びください。」性年代別集計 

 
▲「Q19 直近の下関市への来訪の際、市内滞在中に、あなたの満足度が低かったものを次の中からお選びください。」性年代別集計 
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2.11. 旅行における情報源 

 旅行先を決める時に活用する情報源では「旅行系サイト」49.8%や「自治体や観光協会の

SNS やサイト」35.1%、「じゃらん、るるぶ等の旅行雑誌」33.0%、「友人・家族・知人等か

らの口コミ」31.3%と高い結果であった。 

年代別に見ると、20 歳代では「Instagram」が最も高く、旅行前と旅行中の情報源として

5 割を超える。「Twitter」（現在は「X」）や「YouTube」も、20 歳代が最も高い情報源であ

った。60 歳以上では、旅行先を決める時の情報源として「新聞記事」が他の年代と比較し

て高い。 

 

旅行中に活用する情報源でも、「自治体や観光協会の SNS やサイト」38.4%や「旅行系サ

イト」37.3%等、スマートフォンを活用した情報収集が高い。また、「じゃらん、るるぶ等

の旅行雑誌」29.9%や「自治体や観光協会が発行するパンフレット」21.7%等の紙媒体も活

用される情報源である。 

 

インターネットや紙媒体を主として、複数の情報源を活用する傾向にあると推察される

ことから、観光スポットや食べ物、イベント等の情報を多くの媒体に発信することが重要で

あるが、ターゲットを絞った効率的な情報発信を行うには、年代に合わせた媒体選択と記事

やコンテンツの棲み分けが必要かと考える。 

 

 
▲「Q20 あなたが【旅行先を決める時に活用する情報源】を教えてください。」性年代別集計 

 

▲「Q21 あなたが【旅行中に活用する情報源】を教えてください。」性年代別集計 
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2.12. ご意見・ご要望 

 自由記述による回答では、4,328 人中 2,643 人（61.1％）が記述。ポジティブな意見が

15.7%、ネガティブな意見・ご要望が 24.8%であった。 

 ポジティブな意見では、「唐戸市場内の寿司が美味しい」や「ふく」「瓦そば」等の食べ物

に関する回答が目立ち、「温泉」等のスポットに関する満足度の高い回答がみられた。 

 ネガティブな意見・ご要望では、「唐戸市場内のイートインスペースが不足している」等

の施設関連や、「駐車場の渋滞解消」や「周遊バスがあると便利」「移動手段の利便性を図っ

てほしい」等の交通関連が目立ち、Q19.の回答と同様に「市内の移動のしやすさ」の満足度

が低いことが分かる。 

 また、「幕末の史跡」や「温泉」等の観光スポット、「ふく以外の特産物」の情報発信が不

十分であると感じている意見や、宿泊施設の魅力を求める意見・ご要望もみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



19 

 

3. 観光アンケート調査(国内観光客)過去来訪なし 

3.1. 対象者の属性 

アンケート対象者の総数 4,745 人のうち、男性が 2,306 人（48.6％）、女性が 2,439 人

（51.4％）、年齢構成は 20 歳代 981 人（20.7％）、30歳代 990 人（20.9％）、40 歳代 960 人

（20.2％）、50 歳代 934 人（19.7％）、60歳以上 880 人（18.5％）。 

 居住地別の構成は、関東 3,311 人（69.8％）、関西 1,269 人（26.7％）、広島県 80 人（1.7％）、

福岡県 85 人（1.8％）となった。 

   

 

▲男女構成                  ▲年齢構成 

 

  

3.2. 下関市の認知度とイメージ 

 下関市の「名前は聞いたことがある」と回答した率は全体で 58.5％であった。20歳代と

30 歳代では平均値以下であり、20 歳代では「知らない」の回答率が 31.5％、「観光スポッ

トを知っている」が 9.7％と低い結果である。 

 

 下関市のイメージでは、「ふく料理」58.6％が各年代で最も高く、『下関＝ふく』のイメー

ジが定着していることがうかがえるが、60 歳以上が 72.4％に対し 20 歳代では 36.0％と、

倍の差が出ている。 

 「ふく料理」以外では、「海」40.8％、「自然が豊か」21.8％、「食べ物がおいしい」19.0％

といったイメージが、年代が上がるにつれて高い傾向であった。 

 

 全体的に若い年代の方が認知度が低く、下関市に持つイメージが少ない傾向にあること

から、インターネットや SNS 等の媒体を通して情報発信が必要である。 
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▲「Q2 あなたは、下関市をご存じですか？」性年代別集計 

 

▲「Q4 あなたは、下関市にどのようなイメージをお持ちですか？」性年代別集計 
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3.3. 観光スポットの認知度・興味度 

  観光スポットの認知度では、「巌流島」48.4％が最も高く、次いで「関門トンネル人道」

29.9％であった。下関市来訪経験者への調査で最も認知度が高かった「唐戸市場」は 13.6％

にとどまった。 

 

▲「Q3 下関市の観光スポットで、あなたがご存じのものを教えてください」性年代別集計 

 

行ってみたいと思った観光スポットでは、「角島」47.1％が最も高く、次いで「唐戸市場」

35.2％であった。「川棚温泉」や「毘沙ノ鼻」等の 20％を超える興味度があったスポットも、

認知度は高くないものの温泉や景勝等の魅力が興味度を高めていると推察する。 

 60 歳以上では「赤間神宮」や「長府毛利邸」の興味度も高く、年代によって関心のある

スポットの傾向が異なる結果であった。 

 

 

▲「Q6 下関市の観光スポットで、あなたが興味を持った（行ってみたいと思った）所を教えて下さい。」性年代別集計 

 

 観光スポットの認知度と興味度を把握し、ギャップを明らかにする GAP調査からみえる

特徴では、下関市への過去来訪あり観光客向け調査〈2.6.観光スポットの認知度・興味度・

来訪率〉と比べてスターコンテンツの域にあるスポット数が少ない傾向であった。 

「巌流島」、「角島」、「関門トンネル人道」、「唐戸市場」、「海峡ゆめタワー（海峡メッセ下

関）」がスターコンテンツの域にある。 

「赤間神宮」や「カモンワーフ」、「海響館」、「川棚温泉」等は興味度が高いが認知度が低

いお宝スポットの域にあり、これらのスポットを知ってもらうことで新たな来訪者の創出
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に繋がると言える。 

また、全体で見ると認知度・興味度が低いスポットが多いことから、各スポットの更なる

認知度向上と魅力発信のためのプロモーションが必要かと考える。 

 

 
▲認知度、興味度の GAP調査 

 

3.4. 来訪意欲 

 下関市に観光で訪れてみたいと「思う」、「まあ思う」とポジティブな意欲を持つ比率は全

体で 64.5％であった。 

 Q2.の下関市の認知度調査において「名前を聞いたことがある」が 58.5％であったことか

ら、下関市の観光スポットを知ることで関心が高まり、ポジティブな来訪意欲に繋がると考

える。 

 

▲「Q5 あなたは、下関市に観光で訪れてみたいと思いますか？」性年代別集計 
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3.5. 旅行先を選ぶ際に重視するもの 

 最も重視するものは「地元の食を楽しむ」75.4％で、各年代で高い結果となった。次いで、

「自然・景観地観光」54.5％、「温泉を楽しむ」44.4％、「特産品の購入」36.1％であった。

食だけではなく、自然・景勝地、温泉等の旅行先を選ぶ要素が充実している下関市の魅力を

伝えていくことで誘客に結びつくことが期待できる。 

 

 

▲「Q7 観光旅行先を選ぶ際、あなたが重視するものは何ですか？」性年代別集計 
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3.6. 来訪したい時期 

 来訪したい時期では、全ての年代で「秋（9～11 月）」61.1％が最も高く、次いで「春（3

～5月）」が 49.8％であった。 

 下関市のイメージで最も多かった『ふく』が旬の冬は回答率が低い傾向にあるが、広島県

や福岡県居住者では関東や関西居住者に比べて高く、『ふく』を始めとした食べ物を目的に

来訪したいと考えていることも推察される。 

 下関市へ初めて来訪する観光客に向けては、春・秋に「地元の食」や「自然・景勝地」を

絡めたイベント等の開催で来訪満足度を上げる等、リピート訪問に繋げる施策を展開する

ことも効果的かと考える。 

 

             
▲「Q8 あなたが下関市へ訪れたい季節を教えて下さい。」性年代別集計 

 

 

▲「Q8 あなたが下関市へ訪れたい季節を教えて下さい。」居住地別集計 
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3.7. 来訪する場合の同行者と旅程 

 下関市へ来訪する際には、「配偶者・パートナー」や「家族・親族」等の身近な人と一緒

に来訪したい意向が全体の 8割以上を占めた。「家族・親族」では、男性よりも女性のほう

が高い傾向にある。 

 また、「自分ひとり」では、各年代で女性よりも男性のほうが高い傾向にある等、男女に

よって差が出ている。 

  

 どのくらいの行程で訪れたいかについて、全体では「2 泊 3日」47.5%が最も高く、40歳

代以上で特に高い傾向にあった。50 歳以上では「3 泊 4日」の比率が高く、20歳代～30歳

代では「1 泊 2 日」の比率が高い等、年代が上がるにつれて長期滞在の意向が高まる傾向に

ある。 

 

 居住地別に見ると、福岡県は「日帰り」が、関東は「2 泊 3 日」が最も高い結果であり、

遠方からの来訪者で長期滞在の意向が高まる傾向にある。 

 

       

▲「Q9 下関市へ来訪の際、どなたとご一緒したいですか？」性年代別集計 
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▲「Q10 あなたが下関市へ来訪する際はどのくらいの行程で訪れたいですか？」性年代別集計 

 

 

▲「Q10 あなたが下関市へ来訪する際はどのくらいの行程で訪れたいですか？」居住地別集計 
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3.8. 来訪した事がない理由 

 これまでに下関市へ来訪したことがない理由では、「他に行きたい場所があった」25.3%、

「下関市に興味がなかった」23.5%等、他の観光地と比較した結果で選択されていないケー

スがあり、“下関市でしか経験できない” 食べ物や観光スポットの魅力を発信していき差別

化を図ることも必要と考える。 

 

 また、「下関市の観光地を知らなかった」22.3%や「下関市を知らなかった」9.9%も一定

数いたことから、下関市来訪者にとって満足度や来訪率の高い唐戸市場や角島といったス

ポットの認知度を高めていくことも重要である。 

 

 

▲「Q11 あなたが、これまでに観光で下関市へ訪れていなかったのはなぜですか？理由があれば教えて下さい。」性年代別集計 

 

 

3.9. 旅行における情報源 

 旅行先を決める時に活用する情報源では「宿泊予約サイト」37.7%、「じゃらん、るるぶ

等の旅行雑誌」33.0%、「旅行代理店等の旅行サイト」32.9%、「自治体や観光協会のサイト」

28.7%、「友人・家族・知人等からの口コミ」24.0%等が高く、下関市への過去来訪者からの

回答〈2.11. 旅行における情報源〉の結果と近しい傾向にあった。 

  

年代別では、20 歳代～30歳代で「Instagram」や「Twitter」（現在は「X」）の SNSが高

い傾向にあり、50歳代以上では「TV（BS/CSを含む）」、「新聞記事」、「自治体や観光協会

が発行するパンフレット」が高い傾向であった。 
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旅行中に活用する情報源では、「自治体や観光協会のサイト」39.7%、「じゃらん、るるぶ

等の旅行雑誌」35.7%が高い。 

年代別に見ると、20 歳代～30 歳代の女性で「Instagram」が高く、30 歳代以上では旅行

雑誌等の紙媒体の利用が高い。 

 

下関市への来訪を促すために、全年代向けに「自治体や観光協会のサイト」を中心とした

サイト内コンテンツの充実と、下関市や下関市の観光スポットを知らない層をサイトへ誘

引するためのインターネット上での導線の工夫が必要である。 

20 歳代～30 歳代へ向けては SNS での情報発信、50 歳代以上の層に向けては、旅行雑誌

や新聞等の紙媒体への記事掲載や広告等、年代に合わせた媒体へ情報を伝えていくことも

効果的かと考える。 

 

 

▲「Q12 あなたが【旅行先を決める時に活用する情報源】を教えてください。」年代別集計 

 

 

▲「Q13 あなたが【旅行中に活用する情報源】を教えてください。」性年代別集計 
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3.10. ご意見・ご要望 

自由記述による回答では、4,745 人中 2,091 人（44.1％）が記述。ポジティブな意見が

15.8%、ご要望等が 16.4%であった。 

アンケートを通じて、これまで知らなかった下関市の観光スポットを知り、「行きたい」

といった今後の来訪が見込めるワードが 231 件（回答者のうち、約 11%）ある等、ポジテ

ィブな反応がある一方、情報発信が不十分＝情報が届いていないという意見も多数みられ

た。 

『下関市＝ふく』の印象を強く持っている回答も多く、『ふく』だけの印象に加えて他の

観光スポットや食べ物のイメージを定着させることも、来訪きっかけに繋がると考える。 
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4. 外国人観光客アンケート調査 

4.1. 対象者の属性 

アンケート対象者の総数 298 人のうち、国籍別では大韓民国 123 人（41.3％）、台湾 60

人（20.2％）、香港 34 人（11.4％）、タイ 26人（8.7％）、中華人民共和国 15人（5.1％）と、

上位 5 か国で全体の 9 割近くを占めた。他、アメリカ合衆国、シンガポール、オーストラリ

ア等計 19 か国の外国人観光客へ調査を行った。 

 

性別では、男性が 171 人（57.4％）、女性が 127 人（42.6％）、年齢構成は 10 歳代 11 人

（3.7％）、20歳代 74 人（24.8％）、30歳代 86 人（28.9％）、40 歳代 65 人（21.8％）、50歳

代 43 人（14.4％）、60歳代 17 人（5.7％）、70 歳代 2人（0.7％）。 

 

調査を行った季節別では、夏〈令和 5 年 9月〉21人（7.1％）、秋〈令和 5年 10 月〉34人

（11.4％）、晩秋～初冬〈令和 5 年 11 月～12 月〉136 人（45.6％）、冬〈令和 6 年 1 月～2

月〉107 人（35.9％）。 
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4.2. アンケートの受領施設 

アンケートの受領施設は、下関グランドホテル 39人（13.1％）、uzuhouse24 人（8.1％）、

下関駅西ワシントンホテルプラザ 16 人(5.3％)、ヴィアイン下関 維新の湯 13 人（4.4％）

等宿泊施設で約 4割、その他唐戸エリア等での現地調査で約 6割であった。 

 

        

 

4.3. 滞在期間と同行者 

 外国人観光客全体で見た下関市内の滞在期間は、8 割近くが宿泊を伴う旅程であり、「1泊

2 日」43.3%が最も多く、「2泊 3日」15.1%、「3泊 4日」9.4%、「4 泊 5 日以上」8.7%であ

った。宿泊施設を利用している外国人観光客を中心としたアンケートであったことから、宿

泊率は高い結果となった。 

 旅行者数の多い大韓民国では「1泊 2 日」が 48.0%と約半数を占めており、長期滞在は少

なく、次いで多い台湾では「1 泊 2 日」は 44.4%と全体平均と同等であるが、「その他」が

35.0%と他の国籍と比較して高く、下関市に日帰りで立ち寄り、他の市区町村へ周遊・宿泊

している傾向が多いと推察される。 

  

来訪形態では、「配偶者・パートナー」や「家族・親族」がそれぞれ約 3割で、「友人」や

「同僚」、「団体ツアー」等も含め、複数名での来訪が全体の約９割を占めている。 

「自分ひとり」では、アメリカ合衆国が 50.0%、中華人民共和国が 20.0%、大韓民国が

17.9%と他の国籍より比較的に高い傾向であった。 

「団体ツアー」は大韓民国 1.5%のみの回答にとどまり、外国人観光客の大半は自身で旅

程の計画を立てて来訪していると考えられる。 

 

家族や友人等の複数名で楽しめるスポットやイベントを旅マエで効果的に情報発信する

ことで、複数日の宿泊を伴う旅程を促すことが期待できる。 

 

下関グランドホテル

39

13.1%

uzuhouse

24

8.1%

下関駅西ワシントンホテルプラザ

16

5.3％

その他

168

56.4%

調査場所 
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▲「Q5下関市での滞在期間についてお聞かせください。（ひとつだけ）」国籍別集計 

 

 

▲「Q6下関市への来訪では、どなたとご一緒でしたか？（ひとつだけ）」国籍別集計 
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4.4. 交通手段 

 下関市に来訪する前に滞在していた場所（自宅含む）からの交通手段では、「電車」43.3%、

「船」31.2%が多い結果であった。「電車」は全ての国籍で主要な交通手段であり、近隣市

区町村からの周遊の際に JR 下関駅や新下関駅を利用していることが考えられる。 

「船」の利用が特に多かったのは、下関港からのダイレクト航路がある大韓民国で、自国

から下関市までの直接来訪が多いことが考えられる。また、台湾の利用も多く、門司港との

連絡船利用が多いと推察される。 

 

下関市内の移動手段では、「徒歩」が 63.4%と最も高く、次いで「バス」35.6%、「電車」

16.4%であった。国内観光客ではマイカーが最も多い移動手段であったが、外国人観光客で

は公共交通機関の利用と、狭域での徒歩移動が一般的な移動パターンであると言える。 

季節別に見ると、夏や秋では「レンタサイクル」の利用が晩秋～冬と比較して多く、「徒

歩」は晩秋～冬の方が多い傾向にあった。 

 

 

▲「Q7「下関市に来る前に滞在していた場所から（自宅含む）下関市まで」の交通手段を教えてください。」国籍別集計 
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▲「Q8「下関市内の移動に用いた」主な交通手段をお聞かせください。」国籍別集計 

 

4.5. 来訪頻度 

 外国人観光客全体で見た来訪頻度は、「初めて」が約 8 割と突出して多く、リピート来訪

は約 2 割であった。来訪客数の多い大韓民国や香港では約 3 割がリピート来訪に対し、台

湾では約 1 割と若干の差が出ている。 

 

         

▲「Q9あなたは、下関市ヘはこれまでに何度訪れた事がありますか？」国籍別集計 
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4.6. 観光スポットの認知度・興味度 

 国内観光客と同様に、「唐戸市場」が認知度 79.2％、興味度 71.1％と突出して高く、外国

人観光客にとっても下関市を代表する観光スポットであると言える。次いで、「赤間神宮」

認知度 30.2％、興味度 25.5％、「関門トンネル人道」認知度 23.5％、興味度 18.5％であっ

た。 

 「唐戸市場」以外の観光スポットの認知度は高くなく、市内周遊や市内宿泊を促すために、

旅マエ・旅ナカでの情報発信が課題であると考える。 

 

観光スポットの認知度と興味度を把握し、ギャップを明らかにする GAP 調査からみえる

特徴では、「唐戸市場」が突出したスターコンテンツとなっている。他にも、「唐戸市場」か

ら近い「赤間神宮」や「関門トンネル人道」、「海響館」、「海峡ゆめタワー」もスターコンテ

ンツの域にある観光スポットである。「川棚温泉」や「六連島」は認知度に比べ興味度が高

く、お宝コンテンツであった。 

 

 

 
▲「Q10 あなたが、下関市へ来訪する前から知っていた場所はどこですか。」国籍別集計 

 

 
▲「Q11 下関市の観光スポットで、あなたが興味のあるところをお聞かせください。」国籍別集計 
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▲認知度、興味度の GAP調査（外国人観光客） 

 

 

4.7. 来訪スポット数 

 全体で見ると、「3 カ所」が最も多く 28.5％、「2カ所」26.5％、「1 カ所」22.8％と来訪ス

ポット数は 3 カ所までで約 8 割を占めており、唐戸エリアを中心とした狭域での周遊にと

どまっていることが推察される。季節別では、晩秋～冬に比べて夏～秋の方が複数の観光ス

ポットへ来訪している傾向が高いことから、特に寒い時期の周遊を促進することが課題で

ある。 

  

        
▲「Q12 下関市の観光スポットは何カ所訪れましたか？又は訪れる予定ですか？」季節別集計 
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4.8. 来訪前後の立ち寄りエリア 

 下関市への来訪前後に立ち寄るエリアを市区町村で見ると、「北九州市」、「福岡市」への

周遊が多い傾向にある。 

  

来訪前に立ち寄りをしたのは 199 人（66.8%）で 6 割以上が他エリアとの周遊をしてい

る。「大阪市」や「京都市」、「東京都（※市区町村名までの回答なし）」等、遠方エリアの回

答も多数あり、飛行機での訪日から周辺観光し、下関市まで足を運ぶ旅程が多いと推察され

る。また、「別府市」や「由布市」といった九州エリアを代表する温泉スポットからの周遊

も多い。 

国籍別では、大韓民国や台湾、香港等の近隣アジアからの観光客は、九州エリアの割合が

高い。 

 

 下関市来訪後に、立ち寄る予定の観光スポットがあると回答したのは 198 人（64.4%）と、

来訪前と同等であった。「大阪市」や「東京都」等の遠方エリアの回答もあるが、来訪前と

比較すると少なく、下関市来訪後は九州エリアや近隣県への移動が主であると言える。 

 

 

▲「Q13 下関市へ来訪する前に立ち寄った下関市外の観光地（スポット）や市区町村があればお聞かせください。」国籍別集計 

 

 

 ▲「Q14 下関市を出た後に下関市外の観光地（スポット）や市区町村へ立ち寄る予定があれば、お聞かせください。」国籍別集計 
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4.9. 消費額 

 外国人観光客の下関市滞在中の1人あたり消費額をトリム平均値※で見ると、「20,530 円」

で、最も多い金額範囲は「10,000 円～15,000 円未満」16.1％であった。 

 国内観光客と比較すると消費額の幅は大きく、「100,000 円以上」が 4.7%、「200,000 円以

上」が 5.0％と、高額消費の割合も多い傾向である。特に香港は 100,000 円以上の消費が

26.5%と他の国籍よりも多く、特徴的であった。 

  

※トリム平均値：最小値付近のデータ、最大値付近のデータを除外して計算する値。本調査

では、最小値付近及び最大値付近の 10％を除外し算出。 

 

 

▲「Q15 宿泊代も含めて、下関市滞在に要する予算をお聞かせください。家族旅行等の場合は一人あたりの金額（日本）でお聞かせください。」国籍別集計 
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4.10. 来訪のきっかけ 

 来訪きっかけでは、「元々知っていた」が 33.2%と最も高く、次いで「友人・家族・知人

等からの口コミ」24.5%、「旅行系サイト」14.8%が高い結果であった。 

 国内観光客と比較すると、「Facebook」や「Instagram」といった SNSや、「YouTube」や

「個人のブログ」等、主に個人が発信するインターネット上の情報がきっかけになっている

ケースが多く、過去に下関市へ来訪した経験のある旅行者がポジティブなコンテンツの発

信を行っていることも推察されることから、海外居住者向けに SNS やインターネット上へ

の広告表示や、旅行サイトへの記事掲載は効果的なプロモーションであると言える。 

 

 

▲「Q16 下関市へ訪れるきっかけとなったものをお聞かせください。」国籍別集計 
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4.11. 旅行先を選ぶ際に重視するもの 

 「地元の食を楽しむ」が 86.9％と最も高く、次いで「自然・景勝地観光」53.0%、「温泉

を楽しむ」32.2%を重視している。「歴史文化探訪」や「寺社仏閣巡り」等も含め、日本の食

や文化の体験を求める外国人観光客へ、下関市を代表する観光スポットである唐戸市場や、

関門トンネル人道、赤間神宮、川棚温泉といった興味度の高い観光スポットの認知をさらに

高めることが必要である。 

 

大韓民国やタイでは「地元の食を楽しむ」を、台湾では「自然・景勝地観光」、香港では

「温泉を楽しむ」を他の国籍に比べ重視している傾向にあり、国籍別に変化を付けたコンテ

ンツのプロモーションも有効であると考える。 

 

 

▲「Q17 観光旅行先を選ぶ際、あなたが重視するものは何ですか？」国籍別集計 
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4.12. 旅行における情報源 

 旅行先を決める時に活用する情報源では、「旅行系サイト」が 44.3％と最も高く、次いで

「YouTube」32.9%、「自治体や観光協会の SNSやサイト」30.2%であった。〈4.10. 来訪の

きっかけ〉でも多かったインターネット上の情報が主要な情報源であり、旅行先を比較検討

する上ではコンテンツの情報量や伝え方が重要であると言える。 

 中華人民共和国では「旅行系サイト」が 46.7％と突出し、大韓民国では「宿泊予約サイ

ト」や「Instagram」が他の国籍に比べ利用している傾向にある等、国籍別に特徴が出てい

る。 

 

 旅行中に活用する情報源では、「自治体や観光協会の SNS やサイト」が 33.6％と最も高

く、次いで「旅行系サイト」30.2%、「YouTube」27.9%と、インターネット上の情報を活用

する傾向は同様であるが、来訪先の自治体や観光協会が発信するサイト内の公式情報を重

要視していることから、コンテンツの充実・見せ方の工夫で外国人観光客が訪れる観光スポ

ットを分散できると考える。 

 

 
▲「Q18 あなたが【旅行先を決める時に活用する情報源】を教えてください。」国籍別集計 

 

 
▲「Q19 あなたが【旅行中に活用する情報源】を教えてください。」国籍別集計 
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4.13. 下関滞在中のジャンル別満足度 

 満足度が高かったジャンルでは「食べ物」が 74.5%と最も高く、多くの国籍で高い満足度

であった。旅行先を選ぶ際に重視するものと一致し、“ふく”に代表される下関市の食が外国

人観光客の期待値を超えたものと言える。 

 次いで、「訪れた観光スポット」36.2%、「宿泊施設」26.2%、「市内の景観や街並み」18.8％

で満足度が高く、外国人観光客が期待する日本文化の体験を下関市で満喫できている傾向

にあると考える。 

 

 一方で、満足度の低いジャンルは「食べ物」18.8%、「市内の移動のしやすさ」12.1％が特

に高かったが、満足度の高さと比較すると回答率は低く、相対的には下関市への観光は満足

度が高いことがわかる。 

 しかし、市内の移動や交通機関に関する不満の声は一定数あり、外国人観光客が利用する

ことが多いバスの時刻表や料金の分かりやすさ、多言語対応、観光スポット間の効率的な運

行ルート設定等は課題である。 

 また、レンタサイクルやシェアサイクルの充実で、近距離の移動の利便性を向上させる等

の取組みも必要であると考える。 

 

 
▲「Q20 直近の下関市への来訪の際、下関市内滞在中、次の中からあなたの満足度が高かったものをお選びください。」国籍別集計 

 

 
▲「Q21 直近の下関市への来訪の際、市内滞在中に、あなたの満足度が低かったものを次の中からお選びください。」国籍別集計 
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4.14. ご意見・ご要望 

 ポジティブな意見（感想等）が 47.4％、改善や要望等が 42.1%であった。 

特に多かったポジティブコメントでは、「素晴らしい」や「ありがとう」等の満足感や感

謝が伝わる回答や、「また来たい」等のリピート意欲を感じる回答があった。 

ネガティブコメントでは、「営業時間が短い」、「夕方以降は暗い」、「夜にお酒が飲める

飲食店が少ない」等、夕方から夜間帯に出歩きたい意向が感じられる回答や、「交通機関

の不便さ」、「外国語標識が少ない」等の回答があった。 

下関市内での観光満足度の高さが見えた一方で、交通面や施設、外国語対応に関する不

満もあることから、観光ホスピタリティの向上は課題と言える。 
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5. アンケート調査のまとめ(国内観光客・外国人観光客) 

（1）国内観光客 

 下関市の認知度は各年代で高く、唐戸市場やふく料理のイメージが強い。また、角島や巌

流島、関門トンネル人道の認知度が高く、興味度も高い。初めて訪れた観光客や、まだ下関

市へ来訪したことがない観光客にとっては、これらのスターコンテンツが来訪のきっかけ

になると考えられるため、観光プロモーションやブランド戦略の中心に置くべきである。 

 認知度は高くないが、興味度が高い赤間神宮や川棚温泉といった潜在的なスターコンテ

ンツの認知度を高めることで、旅行先を選ぶ際の判断材料が増えることが期待される。 

特に、長期滞在が見込まれる 50歳代以上には、地元の食べ物や温泉、寺社仏閣は旅行先を

選ぶ際の重視項目である傾向が高いため、ターゲットを絞ったプロモーションも効果的で

ある。 

 プロモーションの手法はインターネットや SNS を主とした広告や記事の掲出を主とすべ

きであるが、20歳代や 30 歳代向けには SNS に傾注した戦略や、50 歳代以上には旅行サイ

トや、紙媒体である旅行雑誌やパンフレットへの掲出も効果が期待できると考えられる。 

 情報発信が不十分であるといった意見・要望も見受けられたため、積極的な情報発信が必

要であり、戦略的にプロモーションを実行することで、数ある下関市の魅力で新たな観光客

を呼び込むことができる。 

 

（2）外国人観光客  

 下関市への来訪は約８割が初めてであり、来訪のきっかけは国内観光客同様に友人・家族

等からの口コミやインターネット、SNSが多い。YouTube やブログのような個人が発信す

る媒体を情報源にしているケースも多く、国内観光客との差異である。 

 個人が発信するインターネットのコンテンツでは、自身の旅行体験を伝えることが多い

と考えられることから、初めて下関市を訪れる外国人観光客にとっての満足度は、発信する

情報の内容に大きく影響がでるものと考えられる。 

 スターコンテンツである唐戸市場や赤間神宮、関門トンネル人道等観光スポットや、お宝

コンテンツの川棚温泉や六連島の魅力を発信するとともに、各観光施設でのおもてなし、市

内の移動における利便性向上や外国語案内標識の充実による観光ホスピタリティ向上は、

外国人観光客の旅行満足度を高めることに繋がると考える。 

 現状においては、来訪者の満足度は高い傾向であったが、市内の移動のしやすさや外国語

標識の設置、飲食店の営業時間の短さ等は、ネガティブな印象を抱いている外国人観光客が

一定数いることから、これらの改善は喫緊の課題であると言える。 

 国内観光客と比較して消費額が高い外国人観光客を積極的に誘引することは、市内の経

済活動への貢献度も大きく、さらなるプロモーション戦略の推進やハード面の整備が必要

である。 
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6. 人流データによる調査(国内旅行客) 

 

6.1. 定量分析(旅行客数・日帰り客数・宿泊客数) 

調査月別で見ると、2023 年 5月の旅行客数は 355,247 人、日帰り客数 269,415 人、宿泊

客数 85,832 人であり宿泊率は 24.2％であった。 

2023 年 9 月では旅行客数が 284,948 人、日帰り客数 218,386 人、宿泊客数 66,562 人で

あり、宿泊率は 23.4％と旅行客数は 5 月のほうが多いが、宿泊率は両月とも約 24%であっ

た。 

 性年代別では、両月で旅行客（日帰り客、宿泊客）は男女とも 20歳代が最も多く、40歳

代と 60歳以上が次いで多い結果であった。 

 2023 年 5月の 10 歳代男性の宿泊率が 26.8％と最も高いが、年代別では 60 歳代以上の宿

泊率が高い傾向にある。また、各年代で概ね女性よりも男性のほうが宿泊率が高い。 

 

 旅行客の市区町村別居住地で見ると、山口県内や福岡県等の近隣県の市区町村からの来

訪が上位を占め、特に北九州市からの旅行客が突出して多い結果であった。 

 都道府県別居住地では、福岡県、山口県、広島県が両月ともに上位であるが、東京都や大

阪府といった大都市遠方エリアからの旅行客も多いことが分かった。 

 2023 年 5月と 9月で順位に大きな変動はないことから、居住地による旅行客層の変化に

季節性は少ないと推察される。 

 

 

▲人流データ定量分析「旅行客、日帰り客、宿泊客 【性年代別、2023 年 5 月調査】」 
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▲人流データ定量分析「旅行客、日帰り客、宿泊客 【性年代別、2023 年 9 月調査】」 

 

       

▲人流データ定量分析「旅行客、日帰り客、宿泊客 【居住地別、市区町村】」 

 

       

▲人流データ定量分析「旅行客、日帰り客、宿泊客 【居住地別、都道府県】」 
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6.2. 移動分析(下関市旅行客の周遊エリア) 

 下関市への旅行客の移動分析では、「北九州市」や「福岡市」との周遊が多くみられ、山

口県内の「長門市」、「山口市」、「美祢市」も多い周遊先であり、近隣市区町村との周遊が大

多数を占める傾向にある。 

「東京都大田区」が移動先で上位に入っており、羽田空港利用による飛行機での旅行客も

多い事が推察される。 

 

年代別に見ると、全年代で北九州市との周遊が最も多い結果であるが、60 歳以上では、

長門市や萩市といった山口県北部エリアの周遊傾向が他の年代に比べて高い傾向にある。 

 

 

▲人流データ移動分析「下関市への旅行客の移動分析」 

 

      
▲人流データ移動分析「下関市への旅行客の移動分析 【年代別、2023 年 5 月調査】」 
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      ▲人流データ移動分析「下関市への旅行客の移動分析 【年代別、2023 年 9 月調査】」 

 

6.3. 分布分析(1kmメッシュ別の旅行客数・宿泊客数) 

 旅行客・宿泊客の人流データを用いた 1 ㎞メッシュ単位の分布分析を見ると、2023 年 5

月と 9 月の調査ともにメッシュ名称「あるかぽーと」内の旅行客数が最も多く、次いで下関

駅周辺エリアの「丸山町」、赤間神宮等がある「幸町」であった。「あるかぽーと」内には、

唐戸市場や海響館等の下関市内を代表する観光スポットがあり集客力があるエリアと言え

るが、一方で宿泊施設は下関グランドホテルのみのため、宿泊率や宿泊客数は旅行客数に対

して低く、“立ち寄りエリア”の特色が強い。 

宿泊客数が最も多かったのは隣接する「丸山町」で、下関駅周辺の「丸山町」内には東横

INN ゆめタワーやプラザホテル下関等複数の宿泊施設があることから、下関市内を代表す

る“宿泊エリア”であると言える。 

宿泊率が高いエリアでは、「丸山町」に隣接する「伊崎町」や、火の山公園がある「大字

藤ケ谷」も約 4 割～5割の宿泊率であった。 

 

 

▲人流データ分布分析「旅行客数、宿泊者数【メッシュコード別、2023 年 5 月調査】」 

 

 
▲人流データ分布分析「旅行客数、宿泊者数【メッシュコード別、2023 年 9 月調査】」 
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6.4. 分布分析×施設情報（タウンページデータベース） 

 旅行客分布と、タウンページデータベースに登録のある施設情報の関連性を見ると、旅行

客数が多く宿泊率が高い下関駅周辺エリアの「伊崎町」と「丸山町」内では、飲食関連施設

やショッピング施設が多く、旅行客が消費する施設が充足している。旅行客の性別では、女

性に比べて男性が多い傾向にあることから、飲食関連施設やショッピング施設のメニュー

や品揃えを男性のニーズに合わせることで消費活性化に繋がるものと推察される。 

 火の山公園がある「大字藤ケ谷」内の宿泊率も「伊崎町」、「丸山町」と同等に高かったが、

このエリアの大半は火の山公園が占めており、飲食関連やショッピング関連等の施設は少

なく、旅行客の消費先は観光スポットや宿泊施設に限定されているものと考える。 

  

飲食関連やショッピング関連施設数が多いエリアでは、「あるかぽーと」や「幸町」内が

特徴的で、唐戸市場や赤間神宮といった集客力のあるスポット周辺には施設も集積する傾

向であり、連動した消費が期待できるエリアと言える。 

 

 
▲人流データ分布分析「旅行客数が多く、宿泊率が高いエリアの分析」 
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7. 人流データによる調査(訪日外国人) 

7.1. 定量分析(旅行客数・日帰り客数・宿泊客数) 

調査月別で見ると、2023 年 5 月の旅行客数は 8,710 人、日帰り客数 6,709 人、宿泊客数

2,001 人であり、宿泊率は 23.0％であった。 

2023 年 9 月では、旅行客数は 9,123 人、日帰り客数が 7,363 人、宿泊客数が 1,760 人とな

り宿泊率は 19.3％となった。 

国内観光客と異なり、2023 年９月のほうが旅行客数が多くコロナ回復による海外旅行へ

の回帰が推測される。また、宿泊率では 2023 年 5 月のほうが約４％高くなっている。 

 

 

▲人流データ定量分析（訪日外国人）「旅行客、日帰り客、宿泊客【総数、調査月比較】」 
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 国籍別の旅行客数では、2023 年 5月と 9月の調査ともに「大韓民国」が最も多い結果で

あった。次いで、「台湾」「香港」と、近隣国が上位を占めている。 

宿泊客数でも「大韓民国」が両月で最も多いが、5月では「アメリカ合衆国」、「ベトナム」

が、9月では「中華人民共和国」が次点以降に続き、「台湾」「香港」からの旅行客よりも宿

泊率が高い傾向であった。 

 

 

▲人流データ定量分析（訪日外国人）「旅行客、日帰り客、宿泊客【国籍別割合、2023 年 5 月調査】」 

 

 

▲人流データ定量分析（訪日外国人）「旅行客、日帰り客、宿泊客【国籍別割合 2023 年 9月調査】」 
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7.2. 移動分析(下関市旅行客の周遊エリア) 

 訪日外国人全体で見た移動分析では、「福岡市」、「北九州市」、「大分県由布市」との周遊

が多くみられ、「熊本県熊本市」や「大分県別府市」も上位の移動先であることから、国内

旅行客と比べて九州エリアを中心に広範囲の周遊が多い傾向にあった。 

 

国籍別に見ると、旅行客数が最も多い大韓民国は、「福岡市」や「北九州市」の他に「福

岡県宗像市」や「長崎県対馬市」が移動先の上位に入っている。対馬市は下関市や福岡市と

同様、釜山との間にフェリーが就航しているため、立ち寄った可能性があり、宗像市は、姉

妹都市である金海市、友好交流都市である城山邑等が関連していることが推察される。 

 

 大韓民国に次いで旅行客数の多い台湾では、特に「福岡市」との周遊傾向が高い。また他

の国籍とは異なり「広島市」が上位に入っており、広島空港と台北との航空機の就航がある

ことから、広島空港と下関市との間で立ち寄る観光客が多いことが考えられる。 

 

 

▲人流データ定量分析（訪日外国人）「下関市への旅行客の移動分析」 

 

 

▲人流データ定量分析（訪日外国人）「国籍別 大韓民国」 

 

 

▲人流データ定量分析（訪日外国人）「国籍別 台湾」 
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7.3. 分布分析(1kmメッシュ別の旅行客数・宿泊客数) 

 訪日外国人旅行客・宿泊客の人流データを用いた1㎞メッシュ単位の分布分析を見ると、

国内旅行客とは異なり、「幸町」内の旅行客数が最も多い結果であった。同等に「あるかぽ

ーと」内の旅行客も多く、「幸町」内の観光スポットでは赤間神宮、「あるかぽーと」内には

唐戸市場や海響館等があり、両エリアの周遊傾向が高いことが考えられる。また、「幸町」

の宿泊施設は uzuhouse 等を含む 6施設で宿泊率が約 12～15％程度、「あるかぽーと」内で

は下関グランドホテルのみ 1施設で宿泊率が約 3～４％程度となっている。 

宿泊率を見ると、「丸山町」や「細江新町」、「伊崎町」が高く、複数の宿泊施設が集積し

ているエリアであり、国内旅行客と同様に訪日外国人旅行客にとっても主要な“宿泊エリア”

であると言える。「細江新町」は、国内旅行客の宿泊率・宿泊数では上位に入っておらず、

同エリア内に宿泊施設は訪日外国人旅行客に人気のある宿泊先と推察される。 

 

 

▲人流データ分布分析「訪日外国人旅行客数、宿泊者数【メッシュコード別、2023 年 5月調査】」 

 

 

▲人流データ分布分析「訪日外国人旅行客数、宿泊者数【メッシュコード別、2023 年 9月調査】」 

 

 

7.4. 分布分析×国籍別×施設情報(タウンページデータベース) 

 訪日外国人旅行客の分布を国籍別に見ると、来訪エリアや宿泊エリアに異なる特徴が出

た。 
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大韓民国では「あるかぽーと」や「幸町」への来訪が多く、宿泊エリアでは「丸山町」、

「細江新町」に多いことから、下関市街地を中心とした観光スポット巡りと宿泊をしている

傾向が高いと思われる。 

 

台湾は、「幸町」や「あるかぽーと」への来訪が多く、「壇之浦町」「大字豊浦村」「長府東

侍町」への来訪者も一定数おり、他の国籍とは異なり唐戸市場や関門橋だけでなく、長府毛

利邸や功山寺があるエリアにも来訪していることが分かった。また、宿泊者のデータが取得

できなかったことから、メジャーな観光スポットと歴史・文化施設を訪れているが、滞在時

間は短く、周遊傾向の高い福岡市等に宿泊している事が推察される。 

 

香港は、大韓民国やタイと来訪エリアの傾向が似ており、「あるかぽーと」や「幸町」へ

の来訪が多く、唐戸市場や赤間神宮等のスポットへ訪れていることが推察される。宿泊先は

特徴的で、下関市内の宿泊先では大半が「丸山町」に宿泊している。 

 

「丸山町」、「伊崎町」内に多く存在する飲食関連やショッピング関連施設では、国内旅行

客だけでなく、訪日外国人旅行客の消費も多く見込まれ、地元の特産品や酒等の嗜好品を豊

富に取りそろえることで消費額増に繋がることが期待される。また、外国語の表示や翻訳ツ

ール等の充実により“おもてなし”を感じてもらうことで、満足度の向上にも繋がると思われ

る。 

 

 

▲人流データ分布分析「国籍別分析 大韓民国」 

 

▲人流データ分布分析「国籍別分析 台湾」 

 

▲人流データ分布分析「国籍別分析 香港」 
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8. 人流データによる調査のまとめ(国内旅行客・訪日外国人) 

 国内旅行客・訪日外国人旅行客ともに来訪者数が多いエリアは唐戸市場やカモンワーフ、

海響館等のスポットが集まる「あるかぽーと」や、赤間神宮等のスポットがある「幸町」で

あり、下関市への旅行客の大半がこのエリアを中心に周遊していると言える。 

 宿泊率は約 20％～25％で、宿泊客が多いエリアは「丸山町」や「伊崎町」で、訪日外国

人旅行客は「細江新町」内への宿泊も多い傾向であった。 

 観光スポットへの来訪から宿泊までを下関市中心市街地での回遊にとどまる傾向が推測

され、その他の観光スポットとの来訪率が大きく乖離している現状である。 

 また、旅行客の消費が期待できる飲食関連やショッピング関連施設も、来訪者数が多い中

心市街地に集積している。 

来訪エリアの一極集中は、交通渋滞の要因になることや、下関市に数ある観光スポットの

魅力を伝えきれないことで他都市への周遊増加やリピート来訪率が上がらないことに繋が

る等の懸念があり、来訪先の分散は課題であると言える。 
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9. 戦略提案 

9.1. 各調査から見えた課題 

(1)観光スポットの一極集中 

 唐戸周辺エリアへの来訪が集中しており、市内各所への観光客分散が必要である。角島や

川棚温泉、赤間神宮、巌流島、毘沙ノ鼻等の興味度が高いスポットへの誘引により、市内の

周遊を促すことが求められるが、各スポットの認知度が低く観光客が旅マエに計画する周

遊プランに含まれないことが推察される。 

 

(2)宿泊者数の増加 

 国内観光客、訪日外国人観光客ともに現状は約２～３割程度の宿泊率であり、下関市内へ

の宿泊を増やすことでさらなる消費が期待できる。 

 

(3)観光ホスピタリティの向上 

 市内の移動のしやすさ、外国語対応については特に満足度が低いことから、観光客の不安

や不便さを解消し快適に過ごせる時間を与えることで、リピート来訪につなげていくこと

が必要である。 
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9.2. 戦略・戦術 

(1)旅マエ戦略 

 web プロモーションを軸とした情報発信で、国内・国外の“見込観光客”へ下関市の魅力を

伝え、旅行先に選定してもらう。「下関＝ふく」だけでない、観光スポットや地元の食等を

認知させ、興味関心を高めるコンテンツや webサイトへの誘引を行う。 

 

 

 

【具体的な戦術】 

□ジオターゲティング広告 

┗スマートフォンの位置情報を活用し、ユーザーの行動履歴からターゲティングを行い、 

広告配信するプロモーション手法。認知拡大の役割が強く、下関市を知らない、或いは下

関市を部分的にしか認知していない見込観光客への訴求が可能である。また、行動履歴や

属性からターゲティングを行うため、“旅行好き”や“ファミリー層”等、ペルソナ像に合わ

せた広告配信ができるため、効果的なプロモーションが期待される。 

 スマートフォンに配信するバナーをクリック後、下関市の観光サイト等へ遷移するた

め、サイト内のコンテンツ充実は併行して取組む必要がある。 

 広告配信後には、広告接触者が実際に下関市へ来訪したか否かを計測することもでき

るため、効果測定と以後のターゲット精査に繋げる。 
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□メタバース 

┗インターネット上のバーチャル空間の中を、自分自身の分身＝アバターを介して自由

に動き回ることができる。バーチャル空間では、下関市の観光スポットの再現、イベント

の開催、コンテンツの展示等に活用でき、旅マエ体験から旅ナカに誘引する仕掛けを構築。 

国内観光客だけでなく、外国人観光客向けに構築する事も可能で、特に外国人観光客の自

国での旅マエ体験として下関市のバーチャル空間へ誘引し、来訪に繋げるきっかけづく

りを行う。 

また、ジオターゲティング広告の遷移先にメタバースを活用することで、旅マエに下関

市の観光スポットを具体的にイメージさせ、市内複数スポットの興味関心を高めること

でリアルな体験＝実際の来訪に繋げる。 
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(2)旅ナカ戦略 

 下関へ来訪した観光客に、“いかに長く滞在してもらうか”、“いかに快適に過ごしてもら

うか”を考え、市内の各観光スポットへの周遊促進やスポット間移動のしやすさをソフト・

ハード両面で充実させる。 

 

□ジオターゲティング広告（リアルタイム配信） 

 ┗旅マエにおける潜在層への情報発信と併用し、特に流動的な旅程を組む傾向にあると

思われる外国人観光客向けに、スマートフォンの位置情報から“現在地”を推定し、日本へ

の入国時や、下関市内の滞在時等旅ナカで行動を促すプロモーションを行う。 

 

□早朝・夜間イベントの開催 

 ┗下関市内への宿泊を伴う旅程にするため、他市区町村との移動がしづらい早朝や夜間

帯のイベントを開催することで、“下関市内に泊まる理由”を作る。 

  例えば、「早朝ふくバイキング」や「寺社仏閣ライトアップ＆花火大会」等、観光客の

興味関心度が高く、下関ならではのコンテンツを組合せたイベントで差別化を図る。 

 

□シェアサイクルスポットの充実 

 ┗現状、下関市内にはレンタサイクルスポットが存在し、外国人観光客でも気軽に借りら

れることはメリットであるが、借りる・返す場所が限定されるデメリットを解消するため、

市内各所へシェアサイクルスポットを設置。人流が多い場所、周遊を促進したい観光スポ

ット等へサイクルポートを設置し、下関市内の交通利便性向上や渋滞緩和により満足度

向上を図る。 

 

□外国語対応 

 ┗外国人観光客の満足度を高めるため、観光スポットや交通関連施設へデジタルサイネ

ージを設置。ディスプレイに表示させる言語は可変できるため、季節や場所によりニーズ

の高い国籍に対応した翻訳標識・案内が可能。 

(3)旅アト戦略 

 下関市観光客に対し、旅行の余韻が残るうちに情報を届ける（サイトへ誘引する）ことで、

さらなる消費を促すとともに、下関のファンになってもらい、リピート来訪へ繋げる。 

 

□EC サイト 

┗下関市内の特産物が一堂に集まる EC サイトを構築し、ジオターゲティング広告を活用

して下関市過去来訪者のスマートフォンへ広告を配信。旅行の際に買い忘れた・もう一度

買いたいと思う特産物等を EC サイトで購入してもらうことで、継続的な消費増とリピー

ト来訪のきっかけづくりを行う。 
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